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25
年
の
総
括
か
ら
。

　

山
本　

鉄
骨
需
要
は
当
初
の

想
定
通
り
前
年
を
少
し
下
回
る

厳
し
い
市
場
環
境
と
な
っ
た
。

大
型
再
開
発
案
件
は
徐
々
に
動

き
始
め
た
一
方
、
中
小
規
模
案

件
の
出
件
は
低
調
、
見
積
件
数

全
体
は
前
年
並
み
で
推
移
し
た

が
、
建
設
資
材
の
高
騰
と
人
手

不
足
を
要
因
と
し
た
計
画
の
延

期
、
中
止
が
散
見
さ
れ
た
。
こ

の
不
安
定
な
環
境
下
、
当
社
は

両
株
主
会
社
（
三
井
物
産
、
メ

タ
ル
ワ
ン
）
の
グ
ル
ー
プ
力
を

活
用
し
た
営
業
活
動
を
展
開
し
、

最
低
限
の
受
注
量
を
確
保
で
き

た
こ
と
は
及
第
点
と
い
え
る
。

25
年
は
工
程
変
更
、
着
工
ず
れ

等
に
よ
り
一
年
を
通
し
て
山
積

み
が
平
準
化
で
き
ず
、
工
程
調

整
、
人
員
配
置
に
苦
労
し
た
。

　
　
　

26
年
の
見
通
し
は
。

　

山
本　

現
状
、
適
正
量
の
山

積
み
は
確
保
で
き
て
い
な
い
状

況
だ
が
、
大
型
再
開
発
案
件
の

本
格
稼
働
に
伴
い
、
後
半
か
ら

の
市
場
の
活
性
化
を
期
待
し
て

い
る
。
中
小
規
模
案
件
も
徐
々

に
復
調
し
て
く
る
と
想
定
し
て

お
り
、
27
年
、
28
年
に
向
け
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

強
化
ポ
イ
ン
ト
は
。

　

山
本　

全
社
施
策
の
全
国
鉄

骨
工
事
強
化
を
推
進
し
て
い
る
。

本
社
工
事
部
門
の
一
元
化
に
よ

り
人
的
サ
ポ
ー
ト
を
始
め
、
全

国
規
模
で
の
工
事
展
開
を
可
能

と
す
る
新
た
な
体
制
整
備
に
入

っ
た
。
エ
ム
エ
ム
建
材
（
Ｍ
Ｍ

Ｋ
）
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
と
の
連
携
を
さ

ら
に
深
化
さ
せ
、
工

事
管
理
体
制
の
強
化

を
図
り
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
案
件
を
確
実

に
遂
行
す
る
こ
と
で
、

取
引
先
か
ら
の
信
頼

獲
得
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
く
。
24
年
の
組
織
改
編

を
経
て
、
新
た
な
営
業
体
制
で

活
動
を
展
開
し
た
こ
の
一
年
は
、

営
業
領
域
の
拡
大
と
、
新
規
取

引
先
の
開
拓
に
つ
な
が
っ
た
と

実
感
し
て
お
り
、
今
後
も
グ
ル

ー
プ
案
件
を
核
と
し
た
営
業
力

強
化
を
継
続
し
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
の
緊
密
な
連

携
、
そ
し
て
強
固
な
工
事
管
理

体
制
の
構
築
を
通
じ
て
、
営
業

・
工
務
が
一
体
と
な
っ
た
総
合

力
の
さ
ら
な
る
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　
　

安
全
が
第
一
に
な
る
。

　

山
本　

労
働
災
害
の
撲
滅
と

無
事
故
無
災
害
の
達
成
に
向
け
、

安
全
衛
生
活
動
や
啓
蒙
活
動
を
、

Ｍ
Ｍ
Ｋ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
や

安
全
協
力
会
会
員
と
一
体
と
な

り
、
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

（
文
中
敬
称
略
）

エムエム建材　第一営業本部鉄構部長

山本　卓司氏

取
引
先
か
ら
の
信
頼
を
獲
得
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前
年
を
振
り
返
っ
て
。

　

宮
花　

建
築
の
鉄
鋼
需
要
は

高
ま
る
と
予
測
し
た
が
、
期
待

通
り
の
回
復
が
み
ら
れ
ず
、
生

産
量
の
確
保
に
苦
戦
し
た
。
働

き
方
改
革
を
起
因
と
し
た
建
築

業
界
全
体
の
対
応
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
ー
の
問
題
で
、
案
件
が
増
え

に
に
く
い
状
況
に
あ
る
。
加
え

て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
事
業
環
境
と
し
て
、

輸
入
鋼
材
の
日
本
市
場
へ
の
流

入
が
目
立
ち
、
事
業
領
域
を
侵

食
さ
れ
た
印
象
は
強
い
。

　

社
内
で
は
、
端
境
期
で
の
需

要
規
模
に
見
合
っ
た
効
率
的
な

事
業
運
営
を
継
続
し
、
計
画
的

な
老
朽
更
新
、
各
種
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
前
倒
し
で
行
い
、
人
材

育
成
を
は
じ
め
事
業
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
を
進
め
た
。

　
　
　

26
年
に
向
け
て
は
。

　

宮
花　

引
き
続
き
需
要
の
回

復
を
期
待
し
て
い
る
が
、
案
件

の
中
止
や
延
期
な
ど
、
不
透
明

感
が
強
く
あ
る
。
た
だ
、
中
長

期
的
な
需
要
は
底
堅
く
、
建
築

業
界
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が

整
流
化
し
て
く
れ
ば
、
都
市
再

開
発
や
鋼
構
造
建
築
の
計
画
が

動
き
始
め
る
と
予
測
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
多
く
の
引
き
合
い
が

届
く
こ
と
も
想
定
し
、
生
産
の

上
方
弾
力
性
を
確
保
し
つ
つ
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
有
用
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

生
産
体
制
は
。

　

宮
花　

年
間
９
万
㌧
の
生
産

を
可
能
と
し
て
い
る
。
製
品
と

し
て
は
22
年
夏
頃
か
ら
超
大
径
、

１
２
０
０
㍉
角
ま
で

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て

商
品
開
発
を
開
始
し
、

本
社
工
場
も
制
御
系
、

搬
出
系
の
設
備
を
整

え
た
。
開
先
な
ど
の

素
管
後
続
の
加
工
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構

築
も
シ
ン
ク
ロ
さ
せ
、

売
り
込
み
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
年
内
に
は
具
体
的
な
製
品

と
し
て
商
業
化
す
る
こ
と
が
目

標
と
な
る
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
企
業
の
強

み
を
生
か
し
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー

ル
と
は
、
厚
板
の
安
定
供
給
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
共
同
開
発

に
よ
り
高
付
加
価
製
品
を
提
案

し
て
い
く
。
ま
た
、
三
井
物
産

と
の
連
携
に
よ
り
海
外
展
開
も

図
っ
て
い
く
。

　
　
　

新
年
の
抱
負
を
。

　

宮
花　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
特
化
し
た

メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
鋼
構
造
物

件
の
中
で
製
品
の
需
要
拡
大
に

注
力
し
て
い
く
こ
と
が
最
大
の

任
務
で
あ
り
、
品
質
と
デ
リ
バ

リ
ー
、
競
争
力
を
高
め
る
こ
と

で
、
お
客
様
へ
の
安
定
供
給
を

目
指
す
。

（
文
中
敬
称
略
）

セイケイ　執行役員　営業本部長

宮花　秀樹氏

安
定
供
給
と
超
大
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